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1. 教材に込めるメッセージ 

診療放射線技師は放射線でがん治療を支え

るが、一般の方には業務理解が十分でない。

また、小学生の多くは「放射線」というワー

ドを知る一方、その医療的有用性（診断・治

療）については十分に知られていない。また、

親世代には事故の記憶から「被ばく＝発がん」

の先入観も残る。そこで、小学生に対して放

射線治療について楽しく学べる機会を設ける

ことで、危険性だけでなく有用性にも目を向

けさせることを狙いとして、この教材を作成

した。 

本教材のエウレカとは、学習者が照射方向・

幅を試行錯誤し、「がんは覆い、正常は守る」

最適解に気づく瞬間である。診療放射線技師

の業務が緻密な計画と技術の最適化によって

成り立っていることを体験的に理解させる。 

2. 教材の内容 

本教材は、放射線治療の仕組みを体験できる

1チーム複数人での体験型シミュレーションで

ある。七角形の枠を治療装置、内側の楕円を人

体に見立て、楕円内にがんと重要組織を描写す

る。七角形の各辺に発泡スチロールを取り付け、

塩ビシート（以下シート）が辺に沿って可動す

るようセットする。参加者は各辺のシートを左

右に動かして人体に重ね、色の重なりの濃さを

その部位に累積される相対的な線量として扱

う。がんが視認不能の時点で治療完了とし、が

んと重要組織それぞれをシートごとに評価す

る。がんはシートに完全に覆われていれば5点、

部分的であれば3点、覆われていなければ0点と

する。重要組織はシートに覆われていなければ

5点、部分的であれば3点、完全に覆われていれ

ば0点とし、55点以上取得で障害無く治療が完

了したとみなす。例えば図1は64点、図2は69

点で治療完了となり、どちらも高評価である。 

【主体的な学び】 学習者は「がんは確実に治療

し、重要組織は最大限守る」という二律背反の課

題に対し、人体への影響を最小限に抑えつつ、が

んを治療するための最適な治療計画を立案する。

この課題解決のプロセスが、粘り強く取り組み主

体的な学びを促す。 

【対話的な学び】 チーム内で、なぜその照射方

法が最適なのかを根拠と共に議論し、合意形成を

図る。多様な意見を比較・検討し、チームとして

の最適解を導き出す協働作業が、判断力と表現力

を養う対話的な学びを深める。 

【深い学び】 がんと重要組織の配置を変化する

条件に対し、どうすれば重要組織への影響を最小

化できるのかという問いを探求させる。さらに、

九角形にした場合や辺ごとに照射幅を変えられ

る条件にしたときを考えさせることで、知識を応

用した「条件変更→検証→一般化」の過程を通じ

て、放射線治療の本質理解を深めることができる

と考えられる。 

図１ デモンストレーション① 

図２ デモンストレーション② 


